
“漁師とビジネスマン”（Heinrich Böll による
寓話）

ある日、漁師が朝の漁を終えて浜辺で休んで
いると、そこに旅行に来たビジネスマンが通り
かかり、二人は話をしました。
ビジネスマン：「君はたったの数匹しか魚を捕
まえていないじゃないか。もっとたくさんの魚
を捕まえて、それを売るんだ。そうすれば、君
のビジネスはどんどん拡大するだろう。」
漁師：「でも、私は今、釣りをして、家族と過
ごし、楽しんでいるんです。これが私の生活で
す。」
ビジネスマン：「君はどうしてそんなに少ない
魚で満足しているんだ？もっと捕まえれば、君
はもっとお金を得て、従業員を雇って、さらに
ビジネスを拡大できる。そして、最終的には大
きな成功を手に入れることができるんだ。」
漁師：「でも、その先に何がありますか？」
ビジネスマン：「成功したら、君は引退して、
好きな時に好きな場所で贅沢な生活を楽しむこ
とができるんだ。」
漁師：「でも、その先に何がありますか？」
ビジネスマン：「そりゃ君、毎日、釣りをして、
家族と過ごして、楽しむんだよ。」

人の暮らし方は多様であり、めいめいの暮ら
し方の中で、人は一生懸命に生きようとしてい
る。ウェルビーイングは人生の満足度等で測定

されるが、人の生き方が多様であるのと同じ程
に、その具体的なあり方には多様性がある。著
者が専門とする文化心理学という心理学の一領
域では、人の心（例：幸福感）と、その人を取
り巻く文化との相互に影響しあう過程を研究し
ている。本章では、こうした筆者の観点から、
地域のつながりとウェルビーイングについて考
察してみたい。

１．文化

文化とは、ある社会集団が、その歴史的な所
産として築き上げ、伝えてきた、ものごとの意
味、価値づけ、ルール等に見られる、その集団
が総体として振る舞う様である。筆者の出身校
である静岡県の某高校からは著名なサッカー選
手が輩出されてきたが、このことで高校の体育
の授業は毎回サッカーであったし、高校の前の
売店には「サッカーボールもなか」という、ボー
ルの形をした菓子が今日も売られている。サッ
カーの歴史がなければ、ここまでサッカーに意
味を見出したり、この丸い菓子が価値づけられ
ることもなかったであろう。そして、こうした
町全体でのサッカーを基軸とした人々の振る舞
い方は、卒業後 20 年以上経った現在でも、か
の町に息づいており、きっとこれからも新たな
選手を育てる土壌となるのであろう。こうした
ことが文化である。
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人間が築く文化は、まったく唐突に立ち現れ
るものではない。もともと人が集まって社会集
団ができた経緯に大きく関わる出来事、例えば

「生業」の特徴等によって生まれたのではない
かと考えられている。農業、とりわけ水田稲作
を営む地域において、そこに暮らす人々は、他
者から受ける自分自身の評価のことを心配した
り（Uchida et al., 2019）、ものごとの現実的な
関係性について考えやすい（Talhelm et al. 
2014）といった心―知情意―の特徴を持つこと
が知られている。こうした心の特徴は、歴史的
に水田稲作地域で、田植えや灌漑といった協力
作業が不可欠であったために生まれ、受け継が
れていると考えられている。というのは、皆で
こうした大変な作業を行う場合、集団の一員と
して誰しも他者との関係性の中でしっかりと自
分の役をこなし、一員として立ち回る必要にか
られる。一人だけ手を抜くなどということがあ
れば、集団ではたちまち批判の対象となるだろ
う。そのために他者からの評価に敏感で、関係
性についてすぐに考えられることが、個人とし
ての生活を支える心理的な基盤となった。この
ような、社会集団としての暮らし方が、そこで
暮らす個人に要求することの数々によって、私
達個人の心は社会的に形成されると考えらえ
る。そして、こうした心の過程は、さらなる世
代の教育や人選等を通し、同様の心を育てる土
壌となる。

２．文化とウェルビーイング

このように考えると、人々の生き方や、幸福
感といった心の問題も、文化という土壌から
まったく切り離して考えることは難しいかもし
れない。もちろん、現代を生きる私達は、全員
が過去の人々が従事した生活を（例：農業を生
業と）しているわけではない。しかし、社会集
団の存続を歴史的に支えた出来事や事実は、そ

こに伝わった教育や人選、または、人々相互の
人に対する心構えを通し、後代の人々にもそれ
に応じた考え方を広めるきっかけの一つとなり

（Cohen et al., 1996）、心を文化的に形づくる。
Kitayama ら（2006）は、北米人学生、北海

道生まれの日本人学生、本州出身の北海道で暮
らし始めた日本人学生と、本州の日本人学生の
4 群を比較した。世界的にも個人主義文化（個
人の自由に価値を置く社会）の成員だとされる
北米人学生に比べると、一般的な日本人学生は
集団主義文化（自分が所属する集団に忠誠心を
持つことに価値を置く社会）の成員だとされる。
このことで、本州の日本人学生と北米人学生と
では、「幸福感」に伴う感情（例：落ち着くほ
ど幸せだ、という場合、「落ち着く」気持ち）
に違いがある。具体的には、後者ほど幸福感に
は「誇り」が伴い、それは、この感情が他者に
対して自分の長所が明らかになった際に感じら
れるという特徴を持ち、それが個人に価値を置
くような北米文化と整合性が高いためだとされ
ている。ここで、この幸福感と「誇り」との関
連の強さを統計的に比較すると、日本人 3 群の
中で、北海道生まれの学生が最も北米人学生に
近い結果となった。つまり、北海道は、未開拓
地を拓いて農業を発展させたことで「道」とし
て成立した地域であるが、そうした開拓者の独
立心が育つ土壌が北海道には今を生きる学生に
も伝わっていることが示唆される。

この研究結果は、幸福感の意味づけに、その
地域の文化が反映された結果であるとも解釈で
きる。すなわち、北海道では「幸せ」が「誇り

（他者に対して自分の長所が明らかになる気持
ち）」に近い意味を持っている。著者の研究では、
経済発展の著しいタイ王国の地域差に、このよ
うな幸福感の意味づけの違いがあることを見出
している（Hitokoto et al., 2014）。具体的には、
タイ王国では、農業による生業を営む地域の住
民ほど、「私だけでなく、まわりの人も幸せだ」
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等といった、自分と他者との調和を「幸せ」と
捉えた「協調的幸福感」が高いことが分かった。
お気づきのとおり、協調的幸福感は、冒頭で紹
介した漁師のように、身近な他者との調和、平
穏で人並みであることを旨とした幸福感であ
る。また、この特定の質問を行う前の段階で、「あ
なたはどの程度人生に満足しているか」と尋ね、
その評価の理由を自由に回答させたデータから
は、農業地域の住民ほど「家族が健康だから」
や「普通の暮らしができているから」といった、
調和や平穏さについて言及していたことが分
かった。一方で、都市部では自らの所有物や身
体の健康状態に着目したものが多く、これより、
生活する地域の特徴―農業地域や都市―が、そ
こに暮らす人々の幸福感の含意を左右している
ことが示唆された。

３．社会環境

こうした研究は、文化の歴史的な起源として、
人の暮らしを下支えした基本的な社会環境が
あった可能性を示唆している。そして、そうし
た社会環境の違いが、いわゆる幸福感の文化差
を歴史的に生じさせ、また、その歴史の上に今
日暮らす人々の幸福感の性質を左右する要因と
もなりうることも示していよう。社会環境には、
上記の生業を始め、実に様々な自然環境や、人々
が創り出した環境のあり方が含まれる。その違
いは、国規模で異なるものもあるが（例：政治、
教育）、より小さな社会の単位としての地域規
模で異なるものも存在する。

社会関係資本（social capital）とは、地域の
人々が互いに持つ信頼や相互扶助の規範であ
り、典型的には、住民間のつながりの強さや、「私
は地域の人々を信頼している」「この地域には
互いに助け合うルールがある」等といった質問
に対する個人の賛成度を地域単位で平均したも
のである。また、これを持つ「地域」には町、

州や国といった異なる範囲の社会集団を想定す
ることが可能だとされている。社会関係資本が
高い地域では、人々が集合活動へ参加する可能
性が高く、市民性や他者への信頼も高い。また、
信頼が高い地域では、加齢によるものではない
死亡率が低いことや、福祉助成金が高いことが
示されている（Kawachi, 1999）。

岡山県内の地域差で社会関係資本を比較した
研究によると、興味深いことに、地域の平均的
な信頼や相互扶助の規範は、そこで暮らす高齢
者の精神疾患の少なさと関係する（Kobayashi 
et al., 2015）。そして、これは、住民個人とし
てこうした規範を持つことの効果を超えて、地
域の平均値が高いこと自体の効果が見られてい
る。「トラブルが起きた時、頼れる誰かがいる」
という質問に肯定的に回答できることは、国を
超えて幸福感と比例関係にあることが知られて
いるが（Oishi & Schimmack, 2010）、社会関係
資本は、そうした「誰か」が居ること自体を支
えうる社会環境の特徴であるとも考えられ、そ
れゆえ私達の幸福感を支える文脈なのである。

４．協調的幸福感と社会関係資本

支えてくれる誰かに強く依存する私達の幸福
感とは、協調的幸福感であるのかもしれない。
実際、社会関係資本は協調的幸福感と比例関係
にあることが近年示唆されている。その例とし
て Hommerich et al. （2022）は、札幌市内に居
住する 1600 名強の住民を対象に、協調的幸福
感を左右する人口統計的変数および心理的変数
を調査した。この研究では、参加者の性別、婚
姻状況、居住形態、雇用状態、世帯収入、主観
的健康によって異なる分を統計的に抑えた上
で、社会関係資本とそれに関する心理的変数の
効果を検討した。同時に、この効果を、参加者
個人が自分自身の人生にどれほど満足している
か、という、いわば主観的かつ個人が評価対象
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である幸福感とも言える「人生満足感」のそれ
と比較した。その結果、協調的幸福感は人生満
足感に比べ、一般的信頼、互恵的規範および社
会的ネットワークといった、いわゆる社会関係
資本の指標群によって説明できることが明らか
になった。人生満足感も一般的信頼や援助的な
関係性からは説明されたものの、協調的幸福感
は社会関係資本とのより包括的な結びつきが認
められたという結果であった。

このことは、一口に幸福感といっても、その
心理的な種類は細分化が可能であること、そし
て、後述するように地域でウェルビーイングを
達成するという場合、その細分化したもののう
ちいずれを用いるかによって、個人の背景や生
活のあり方、ひいては社会の特徴との間に見ら
れる人々の幸福感との関係は異なる可能性があ
ることを示唆している。

例えば Hitokoto & Takahashi （2021）は、南
米の集団主義文化であるコスタリカと、欧州で
個人主義文化のオランダと日本の 3 カ国で協調
的幸福感と個人差変数との関連を検討した。社
会人を対象としたこの調査では、特に年齢と協
調的幸福感との関連に文化差があることを仮説
としていた。具体的に、複数世代の家族的関わ
りが重視される集団主義文化では、加齢に伴っ
て敬意に基づく他者からの援助など良性の加齢
プロセス（Karasawa et al., 2011）があるかも
しれないため、他者から受ける援助の経験が加
齢に伴って協調的幸福感を増大させる可能性を
検討した。調査の結果、コスタリカや日本では
年齢と協調的幸福感に正の相関（加齢に伴って
協調的幸福感が高いという傾向）が見られたの
に対し、オランダではこれが無関連であった。

上記の研究では、あくまで年齢と協調的幸福
感との相関関係がデータとなっており、実際に
想定したように他者から援助されているという
認識が協調的幸福感を高めているという直接的
な証拠は得られていなかった。この点を補うた

め Hitokoto & Uchida （2025）は、日本人大学
生を対象に、自らが持つ社会的な資源を想起さ
せる前後で協調的幸福感が増加するのか、同じ
個人から 2 時点のデータを収集して検討した。
具体的には、自分にとって親しい友人を想起さ
せた上で、その友人と楽しい経験をしたり、そ
の友人に打ち解けた話をしたり、その友人から
心配されたりした経験を想起させる「協調的資
源想起条件」と、自分個人で楽しんだり、一人
だけ成功したり、自信を持ったりした経験を想
起させる「独立的資源想起条件」を設け、この
想起を行う前と後とで協調的幸福感尺度の得点
が変化するか検討した。前者の条件は、後者の
条件に比べ、他者から援助されているという認
識を高めるはずであり、そのことで前者は後者
より協調的幸福感の上昇が大きいことがあらか
じめ予想された。結果はこの仮説を支持し、協
調的資源想起条件では協調的幸福感が上昇し
た。この補完的なデータに基づくと、もし日本
等で加齢に伴ってこうした被援助感が高まるの
であれば、集団主義文化における良性の加齢プ
ロセスには、他者から援助されているという認
識が加齢と共に高まることを介して、協調的幸
福感を高めていた可能性が示唆されよう。

５．地域とウェルビーイング指標

これまで紹介したように、実証的な心理学研
究に基づいたウェルビーイング指標を地域のと
りくみに応用しようという観点は、2023 年「経
済財政運営と改革の基本方針」、いわゆる「骨
太の方針（第４章 中長期の経済財政運営）」に
も取り上げられており（内閣府, 2023）、そこで
は、「政府の各種の基本計画等における KPI

（キー・パフォーマンス・インジケーター）へ
の Well-being 指標の導入を加速（p.36）」し、
これを「地方自治体における Well-being 指標
の活用を促進する（p.36）」ことで行うべきと
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の明記がある。指標を活用する場合、指標のも
つ特徴を理解することがその健全な運用に繋が
る。では、そもそもウェルビーイング指標とは
何か。

世界保健機関憲章（1948）によるウェルビー
イングの正式な定義は、「個人や社会に感じら
れる良い状態」である。この「良い状態」は、
健康の考え方の根幹を成すものであり、戦後の
WHO では健康を肉体的、精神的及び社会的に
完全に良好な状態としている。これは、単に疾
病又は病弱の存在しないことではないとされて
もいるため、不幸せでないことのみではなく「幸
せ」であることや、社会としては争いや病といっ
た問題の無いことのみではなく「繁栄」するこ
とがその視野に入る考え方が込められている。
こうした考え方は、20 世紀後半より心理学に
も大きな影響を与え、人間性の基礎的な心のメ
カニズムを検討することで人間性の負の側面や
問題のメカニズムの研究のみならず、正の側面
や強さのメカニズムを研究する方向へと研究の
流れを誘った。例えば Diener et al. （1985）な
どはその先駆的な研究者であり、主観的ウェル
ビーイング（人生に満足し、否定的な感情より
も肯定的な感情と感じること）や、上述した人
生満足感の測定尺度を開発し、その個人差要因
や社会差の実証的比較を牽引してきた。また、
その共同研究者らは、文化や社会環境といった、
個人を取り巻く文脈や環境がウェルビーイング
に与える影響の研究を精力的に行っている（大
石, 2009; Lucas, 2014; Schimmack et al., 2002; 
Suh et al., 1998）。さらに、こうしたウェルビー
イング研究では、幸福感のメカニズムとして価
値等の文化的要因との絡みがあることが指摘さ
れ（Oishi et al. ,1999）、21 世紀に入り、文化心
理学との共同研究が一役を担うこととなった

（Tov & Diener, 2007）。
ウェルビーイングの心理指標を用いて地域の

違いを捉えようとした研究は、まだ萌芽的であ

る。しかし、現存するこうした研究は、日本の
地域が直面するいくつかの問題に示唆のある結
果を報告している。例えば Lucas （2014）は、
200 万人の北米人を対象とした調査データに基
づき、北米の郡（州の下位の行政区画）単位で、
2005 年から 2010 年に測定された人生満足感尺
度の得点が平均的に高い地域ほど、2000 年か
ら 2010 年の間に国内からの人口流入が多く、
その結果出生や死亡、海外人口流入とは別に、
地域の総人口が増加したことを示している。人
口流入は、人々がその地域に生活の魅力を感じ
たり、その地域での自らの未来に期待を持つこ
とで生じるとすれば、人の集まる町には、個人
の心理をそのように誘う地域的な文化というも
のもあるのかもしれない。例えば Sevincer et 
al. （2017）は、北米の複数の町について、人々
がそこへ引っ越したいと思うか調査している。
その結果、多くの人々に引っ越し先として希望
される町ほど、「コスモポリタン主義」という
町の特性が高いということが分かった。コスモ
ポリタン主義が高い町とは、経済的に成功する
機会があり、多様性、想像力および平等主義が
尊重される町であることを指す。

この例に見られるように、実は地域の繁栄を
支える事柄の中には、住民が幸福感を感じられ
る生活ができる町なのかといった問題があるの
かもしれない。ここで、人口の増加とは、上記
のような他地域からの流入のみならず、人々が

「出ていかない」、すなわち定住によっても支え
られて然りである。例えば Oishi et al. （2007）
は、居住する地域のためになる行動（向社会的
行動）が、その地域の人口流入や流出が多い北
米の州ほど少ないことを報告している。具体的
には、地域活動を宣伝するステッカーを自分の
車に貼ることや、地元密着型の店舗の売上げ、
さらに勝敗に関わらず地元の野球チームを応援
するために地元のスタジアムへ観戦に行くこと
といった、日常的で集合的な向社会的行動が、
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その地域の人口流動が少ないほど高い。また、
この応援的観戦と定住との関係は、日本の野球
チームの地域差でも再現されている（Oishi et 
al., 2009）。これら向社会的行動が社会関係資本、
特に「互いに助け合うルール」に関わるものだ
と捉えるならば、人口流動の少ない定住的な地
域では、社会関係資本に関わりの深い種類の幸
福感も高いのかもしれない。

こうした観点は特に、地方から都市部への人
口流出が続き、都市部の人口過密問題に苦しむ
本邦のような文脈では特別の意味を持つ。では、

「定住意向（現在の町に「住み続けたい」と感
じること）」は、社会関係資本に関わりの深い
種類の幸福感と関連しているのだろうか。筆者
は、コロナ禍の 2021 年初頭からコロナ禍が収
束した 2024 年初頭の間にかけ、日本人社会人
計およそ 3000 名を対象に協調的幸福感と定住
意向との関係を時系列的に検討している。具体
的にこの分析では、21 年の協調的幸福感が 24
年の定住意向を統計的に説明しうるかを検討し
た。結果は仮説を支持し、上記のような時系列
的な関係が見られた（Hitokoto, 2024）。実は、
協調的幸福感が高い人ほど、コロナ禍中に発熱
などの感染症諸症状が少ないことが予め分かっ
ており（Hitokoto & Adeclas, 2022）、このこと

を考え合わせると、コロナ禍を健康的に過ごせ
た者ほど、コロナ禍後に自らが住んでいた地域
に定住する意向を示したことを意味している。

６．豊中市における定住意向と協調的幸
　　福感

では、こうした協調的幸福感と定住意向との
関係は、より生活に身近な環境においても観察
されるのであろうか。とよなか都市創造研究所
では、2024 年度に 800 名以上の豊中市民を対
象とした「くらしの豊かさ実感に関するアン
ケート」を実施したが、この調査にて協調的幸
福感と定住意向との関係が検討された。具体的
にこの調査では、協調的幸福感尺度（Hitokoto 
& Uchida, 2015）の 9 項目について、1（まっ
たく当てはまらない）〜 5（とても当てはまる）
の 5 段階から 1 つを選択させたデータと、「現
在お住まいの地域」に、1（住み続けたい）〜
5（住み続けたくない）からの 5 段階から 1 つ
を選択させたデータとの対応関係を検討した。
上述の他研究で観察されたことが豊中市にも押
し広げられるならば、両者には比例関係が観察
されて然るべきである。

結果を図１に示す。この帯グラフは、行方向

図１　協調的幸福感と定住意向との関連
（2024 年度「くらしの豊かさ実感に関するアンケート）
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の帯が協調的幸福感尺度に対する評定値の 9 項
目合計を 4 区分（参加者ができるだけ等しく 4
分割できる四分位値で分割）したものを、帯の
色の濃さが定住意向の設問に対して豊中市の市
民がどのように回答したのかを図示したもので
ある。尺度の得点が高い者ほど定住意向が強い
という場合、より下の帯ほど「住み続けたい」「ど
ちらかといえば、住み続けたい」という定住意
向が多く観察され、「住み続けたくない」「どち
らかといえば、住み続けたくない」という、い
わば移住意向が少なく観察されることになる。
図１のとおり、結果は全体としてこのパタンを
支持するものが得られた。なお、この分析は個
人を分析単位としたものであるが、例えば、こ
こからさらに市内の地域単位に焦点を当てて、
指標の地域差や、向地域的な行動（例：定住）
と指標との関係の強弱を相対的に比較していく
ことで、地域単位での施策の策定や効果検証に
応用することも可能であろう。

上記の結果は、ウェルビーイング指標に種類
があることを踏まえ、地域の社会関係資本に関
わる幸福感を指標として用いることで、地域生
活の基礎に関わる人々の意識を捉えうることを
示しているのかもしれない。もしそうであれば、
ウェルビーイングの実証的な測定は、地域の趨
勢をフォアキャスト（予測）しようとする情報
を提供できる点で意義があろう。こうした実証
的検討を積み重ねることで、KPI としての
Well-being 指標の導入を裏付け、地域の記述と
予測、しいてはどういった地域として行きたい
かといった判断へのエビデンスに基づいた指針
とすることができるのではないだろうか。
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